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Q. 被覆アーク溶接棒の記号の意味は？

A.
JIS Z 3211（軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用被覆アーク溶接棒）：2008の解説を示します。
従来からのJIS Ｚ 3212，3241はこのJIS Z 3211に統合され廃止されました。

出典：JIS Ｚ 3211：2008解説

JIS Z 3211：溶接棒の種類の区分記号

溶着金属の引張特性の記号は、溶着金属の引張強さMpaの上２桁を示します。
例：Ｅ４９１６は、引張強さの下限値が490MPaですので、上２桁の４９が記号となります。

被覆アーク溶接棒の記号

溶着金属の引張強さの記号

被覆剤の種類の記号（溶接姿勢、溶接電流の種類など）

溶接後熱処理の記号

記号なし：溶接のまま、Ｐ：溶接後熱処理あり
ＡＰ：溶接のまま及び溶接後熱処理あり

シャルピー吸収エネルギーレベルの記号

記号なし：規定試験温度で27Ｊ以上または要求なし
Ｕ：規定試験温度で47Ｊ以上

溶着金属の主要化学成分の記号

旧JIS規格名
JIS Z 3211 

「軟鋼用被覆アーク溶接棒」
JIS Z 3212 

「高張力鋼用被覆アーク溶接棒」
JIS Z 3241 

「低温用鋼用被覆アーク溶接棒」

改正JIS規格名

JIS Z 3211 
「軟鋼，高張力鋼及び低温用鋼用

被覆アーク溶接棒」
※JIS Z 3212，JIS Z 3241 は廃止
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